
し げ み つ ま も る

（1887～1957） 外交官 政治家 外相

明治２０年 大野郡長だった父の赴任先の三重町市場で生まれる

東京大学卒業後、外務省勤務。昭和 18年東條内閣で外務大臣。昭

和 20年ポツダム宣言受諾後の終戦処理内閣の外相となり、降伏文

書に調印。A 級戦犯となり、刑期を終えた後、昭和 27 年に政界入

り。改進党総裁。大分２区で当選。昭和２９年結成の民主党で副総

裁。鳩山一郎内閣で副総理兼外相。
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